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取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

この 電動ホース・リール・キットは、芝生に
液剤を散布するための専用の補助装置（アタッ
チメント）であり、そのような業務に従事する
プロのオペレータが運転操作することを前提と
して製造されています。この製品は、集約的で
高度な管理を受けている公園やゴルフ場、ス
ポーツ・フィールド、商用目的で使用される芝
生に対して液剤を散布することを主たる目的と
して製造されております。

この製品は、関連するEU規制に適合していま
す； 詳細については、DOC シート（規格適合
証明書）をご覧ください。

注注注 モデル番号 41604（プロコントロール XP
散布キット）、41612（エダクタ・キット）、
41613（電動ホース・リール・キット）、41614
タンク・リンス・キットを取り付ける場合に
は、これらの関連部分も同時に、マニホルド・
バルブ・アセンブリに取り付けることをお勧
めします。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法
を十分に理解してください。オペレータや周囲
の人の人身事故や製品の損傷を防ぐ上で大切な
情報が記載されています。製品の設計製造、特
に安全性には Toro 社において常に最大の注意
を払っておりますが、この製品を適切かつ安全
に使用するのはお客様の責任です。

弊社Toro のウェブサイトwww.Toro.com で製
品・アクセサリ情報の閲覧、代理店についての
情報閲覧、お買い上げ製品の登録などを行って
いただくことができます。

整備について、またToro 純正部品についてな
ど、分からないことはお気軽に弊社代理店また
はToro カスタマー・サービスにおたずねくださ
い。お問い合わせの際には、必ず製品のモデル
番号とシリアル番号をお知らせください。図 1
にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘板の
取り付け位置を示します。
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1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号
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安安安全全全にににつつついいいててて
この説明書では、危険についての注意を促すた
めの警告記号図 2を使用しております。死亡事
故を含む重大な人身事故を防止するための注意
ですから必ずお守りください。

図図図 222

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重
要要要「重要」は製品の構造などについての注意点
を、注注注はその他の注意点を表しています。

散布車両のオペレーターズマニュアルに記載
されている安全事項や操作手順もよくお読み
ください。

• ハンド･スプレーヤを人や動物に向けないで
ください。高圧の液体は皮膚を貫通して重
傷を引き起こす恐れがあり、身体部の切断
や死亡に至ることもあります。また高温に
なった液体や薬品はやけどを起こすことが
あります。万一、薬液の噴射流に触れた場

合は直ちにこの種の事故に詳しい医師の診
察を受けてください。

• スプレー･ノズルの前に手などを出さないよ
うにしてください。

• 作業場を離れる時は機器に水圧が掛かった
状態で放置しないでください。

• ホースやトリガー･ロック、ノズルなど部品
に少しでも損傷や欠落がある場合は、ハン
ド･スプレーヤを使用しないでください。

• ホースやフィッティングなどの部品に少し
でも漏れが発生している場合は、ハンド･ス
プレーヤを使用しないでください。

• 電線の近くで散布作業を行わないでくださ
い。

• 車両を運転しながらハンド･スプレーヤで散
布作業をしないでください。

• 薬品をハンド･スプレーヤで散布する時は、
ゴム手袋、安全ゴーグル、全身保護スーツ
を着用してください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故
となります。稲光が見えたり雷が聞こえる
ような場合には機械を運転しないで安全な
場所に避難してください。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。読めなく
なったものは必ず新しいものに貼り替えてください。

107-8757107-8757107-8757

1. ホース巻取り；押すと作動。

119-4878119-4878119-4878

1. 無段階調整 4. ハンド･スプレー

2. 上げる 5. ON

3. 下げる 6. OFF
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120-0618120-0618120-0618

1. 警告： オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. ローラに挟まれて手や指を押しつぶされる危険： ホース・リー
ルは自動巻取り；可動部に近づかないこと；すべてのガード類
を正しく取り付けて使用すること。
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取取取りりり付付付けけけ

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

ホース･リール･バルブ・アセンブリ 4
111 ボルト（M8 X 260 mm） 2

バルブ・アセンブリを取り付けます。

コントロール・ボックスとブラケット・アセ
ンブリ

1

ボルト (1/4 x 5/8 inch) 3

ロックナット (1/4 インチ) 3
222

縮径フィッティング 1

コントロール・ボックスを取り付けます。

ホース･リール･サポート 1

フランジ・ヘッド・ボルト (3/8 x 1 インチ) 10

フランジ･ナット (3/8 インチ) 10

ホース･リール･ストラップ 2

ホース･リール･アセンブリ 1

フランジ・ヘッド・ボルト (5/16 x 1 インチ) 1

フランジ･ナット 1

333

ケーブル・タイ 10

フレームを組み立てる。

ホース 1

ホース･クランプ 2

ストレート・バーブ 1

コンジット 1
444

ケーブル・タイ 2

給液ホースを取り付ける。

プラスチック製タイ 4

ヒューズ, 50 A 1555
押し嵌めコネクタ 2

電気ハーネスを取り付ける

長いホース（フィッティング付） 1

スプレー･ガン 1666
ホース･クランプ（小） 1

スプレー･ホースを接続する。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注 このキットの取付けにはねじ山用シーリング・テープが必要です。
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1
バババルルルブブブ・・・アアアセセセンンンブブブリリリををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

4 ホース･リール･バルブ・アセンブリ

2 ボルト（M8 X 260 mm）

手手手順順順

1. ブーム・バルブ・アセンブリを取り付けブ
ラケットに固定しているボルトをゆるめる
（外さないこと）（図 3）。

G013907

1 2 3 4

図図図 333

1. 攪拌バルブ 3. 取り付けブラケット

2. バイパス・バルブ･アセンブ
リ

4. ボルト：ゆるめるだけ、外さ
ないこと。

2. バルブ・アセンブリを固定している長いボ
ルト類をゆるめる（図 4）。外したボルト類
はすべて保管すること。バルブ・アセンブ
リを右側に寄せる。

注注注 この時点では、バルブ・アセンブリは機
体にまったく固定されていない状態となりま
す。アセンブリ全体を作業台などに移してし
まうのもよいでしょう。その場合には、バル
ブからブーム・ホースを外してください。

G013885
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図図図 444

1. ロックナット 6. エルボ・キャップ
2. ワッシャ 7. 赤いチューブ

3. バルブ・アセンブリ 8. ブラケット

4. Oリング 9. 長いボルト（新しいボルト）

5. アダプタ

3. エルボ・アダプタとガスケットを外す
（図 4）。既存のバルブ・ボディの中に入っ
ている O リングを探し出す。外した部品を
なくさないこと。既存のバルブ・アセンブ
リからブラケットを遠ざける。

4. 付属部品の中にあるホース・リール・バル
ブ・アセンブリを、既存のバルブと直接に
接続する（図 5）。

G013886
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図図図 555

1. ロックナット 7. 赤いチューブ（圧力バルブ
へ）

2. ワッシャ 8. Ｔ字フィッティング

3. バルブ・アセンブリ 9. ブラケット

4. ホース･リール･バルブ 10. 既存の長いボルト

5. 赤いチューブ（既存） 11. アダプタ

6. エルボ・キャップ 12. Oリング

A. ブーム・バルブ・ボディの中（口）に既
存の O リングが入っていることを確認
する。もし入っていない場合には、探し
出して装着する。

B. 先ほど外したガスケットを取り付ける。

C. ホース・リール・バルブ・アセンブリ
を取り付ける。
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D. 付属部品に入っている O を、ホース・
リール・バルブ・ボディの口に取り付け
る。

E. 付属部品に入っているガスケットを取
り付ける。

F. 先ほど外したエルボ・アダプタを取り
付ける；曲がりを上に向けて取り付ける
こと。

5. ブラケットの間にあるアセンブリ全体を取
り付けレールの上に移す。

6. ブラケットの位置を調整する；ブラケット
をバルブ・アセンブリの端に近づけて、エ
ルボ・アダプタの2つの穴がブーム・バルブ
取り付けブラケットに一番近い位置にくる
ようにする（図 5）。

7. 取り付けブラケットに長いボルト2本（M8 X
260 mm）を通し、ホース・リールのバルブ
のボディの上下の穴を通し、取り付けレー
ルに一番近いブーム・バイパス・バルブを
通す（図 5）。

8. ボルトはバルブ・ボディとブラケットを通っ
て反対側まで突き抜ける。先ほどはずした
ロックナットを使ってボルトを固定する。

9. のこりの2本のボルト（M8 X 260 mm）と既存
のワッシャを使って、各バルブ・アセンブ
リをバルブ・ボディの空いている穴に固定
する（図 5）。

10.先ほどはずしたワッシャとロックナットを
使ってボルトを固定する。

11.長いボルトそれぞれを 24～30 in.-lb
（272～373 N.cm = 0.28～0.35 kg.m）にト
ルク締めする。

12.取り付けブラケットのボルトを取り付けレー
ルに固定する。

13.Ｔ字フィッティングを取り付ける（図 5）。

A. 水圧計の赤いチューブをエルボ・アダ
プタに固定しているフィッティングを取
り外す。

B. 付属部品の中から、Ｔ字フィッティング
を探し出す。ねじ部にねじ山テープを巻
きつける。

C. Ｔ字フィッティングをエルボ・アダプタ
に取り付ける；Ｔ字部をタンクに向けて
取り付ける。

D. フィッティングの開放端に、先ほど外し
たフィッティングを接続する。

2
コココンンントトトロロローーールルル・・・ボボボッッックククスススををを取取取りりり付付付けけけ
るるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 コントロール・ボックスとブラケット・アセンブリ

3 ボルト (1/4 x 5/8 inch)

3 ロックナット (1/4 インチ)

1 縮径フィッティング

手手手順順順

1. 付属部品の中から、コントロール・ボック
スとブラケット・アセンブリを探し出す。

2. ボルト (1/4 x 5/8 inch) 3本とロックナッ
ト (1/4 インチ) 4個を使用して、図 6のよ
うに、アセンブリをブラケットに固定する。

G014223
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図図図 666

1. ボルト 3. ロックナット

2. 取り付けブラケット 4. コントロール・ボックスとブ
ラケット

3. コントロール・ボックスの背面から出てい
る赤い水圧計用チューブを、T字フィッティ
ングに接続する（図 7）。
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G014224
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1. コントロール・ボックスから
の水圧計用チューブ

3. 縮径フィッティング

2. Ｔ字フィッティング

3
フフフレレレーーームムムををを組組組みみみ立立立てててるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ホース･リール･サポート

10 フランジ・ヘッド・ボルト (3/8 x 1 インチ)

10 フランジ･ナット (3/8 インチ)

2 ホース･リール･ストラップ

1 ホース･リール･アセンブリ

1 フランジ・ヘッド・ボルト (5/16 x 1 インチ)

1 フランジ･ナット

10 ケーブル・タイ

手手手順順順

1. ホース･リール･サポートを油圧オイルタン
ク･マウント（図 8）に取り付ける；フラン
ジ･ボルト (3/8 x 1 インチ) 2本とフラン
ジ･ナット (3/8 インチ) 2個を使用。後で調
整を行うのでナットは固く締めないこと。

G013900
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図図図 888

1. ホース･リール･サポート 3. ロックナット（(3/8 インチ)）

2. フランジ・ヘッド・ボルト (3/8
x 1 インチ)

4. 油圧オイルタンク･マウント

2. ホース･リール･ストラップ2本の端部を、タ
ンク･マウントに（図 9）のように取り付け
る；フランジ･ボルト (3/8 x 1 インチ) 2
本とフランジ･ナット (3/8 インチ) 2個を
使用。

G013901
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図図図 999

1. フランジ・ヘッド・ボルト (3/8
x 1 インチ)

3. ホース･リール･ストラップ

2. ロックナット（3/8 インチ） 4. ホース･リール･サポート

3. ホース･リール･サポートをホース・リール・
ストラップに取り付ける（図 8）；フラン
ジ･ボルト (3/8 x 1 インチ) 2本とフラン
ジ･ナット (3/8 インチ) 2個を使用。

4. ストラップとホース･リール･サポートを正
確に水平にして、全ての取付金具を締め付
ける。

5. ホース･リール･アセンブリをホース・リー
ル・ストラップに取り付ける（図 10）；フ
ランジ･ヘッド・ボルト (3/8 x 1 インチ)
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4本とフランジ･ナット (3/8 インチ) 4個
を使用。

G013902
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図図図 101010

1. ロックナット（(3/8 インチ)） 3. ホース･リール･アセンブリ

2. ホース･リール･ストラップ 4. フランジ・ヘッド・ボルト (3/8
x 1 インチ)

4
給給給液液液ホホホーーースススををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ホース

2 ホース･クランプ

1 ストレート・バーブ

1 コンジット

2 ケーブル・タイ

手手手順順順

1. 付属部品の中から、リール・ホースとホー
ス・クランプ（2個）を探し出す。

2. ホース・クランプ（1個）をホースに通す。

3. ホースの端部を、ホース・リール・アセン
ブリのタンク側にある90度バーブに接続す
る（図 11）。

G014030
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3

図図図 111111

1. ストレート・バーブ 3. ホース

2. ホース･クランプ

4. バーブの上にクランプを移動させてホース
をリール・アセンブリに固定する。

5. バルブの部分の給液ホースの上からコン
ジットを取り付け、ケーブル・タイ 2 本
で固定する。

6. ホースを、タンクのスキッド・フレーム（そ
り）に沿って、右側のリア・フェンダのブー
ム・サポート・チャネル材の中を通してを
車両後方へ引きこむ（図 12）。

1

G014026

図図図 121212

1. ブーム・サポート・チャネル材

7. ホースを取り付けフレームに回し掛け、
上に向けて、先ほど取付けたホース・リー
ル・バルブについているバーブまでもって
くる（図 12）。

8. ホース・クランプをホースに通し、ホース
をバルブのバーブに接続する。
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G014027
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図図図 131313

1. 排出バルブ 3. ホース

2. バーブ 4. ホース･クランプ

9. バーブの上にクランプを移動させてホース
をバルブ・アセンブリに固定する。

5
電電電気気気ハハハーーーネネネスススををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

4 プラスチック製タイ

1 ヒューズ, 50 A

2 押し嵌めコネクタ

手手手順順順

1. ホース・リール・コントロール・ボックスか
ら出ている電気ハーネスを探し出す。ハーネ
スの長い方の端部（リング端子とヒューズ
のコネクタがついている）を、タンク・ス
キッドの後部を通して、ブーム・アクチュ
エータ・ブラケットの後ろの車両フレーム
後部まで配設する（図 14）。ケーブル・タ
イ（1本）を使用して、ハーネスをフレー
ムに固定する。

G014136
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2

図図図 141414

1. コントロール・ボックスから
のハーネス

2. 電動ホース・リールのハー
ネスの長い方の端部

2. タンク・スキッドに沿って、攪拌ポートの下
を通してハーネスを車両前方へ引き、バッ
テリー・ボックスまで引き出す（図 15）。
ケーブル・タイ（3本）を使用して、ハーネ
スをフレームに固定する。

G014137
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図図図 151515

1. 攪拌ポート 3. 電動ホース・リールのハー
ネスの長い方の端部

2. タンク・スキッド（台）のフ
レーム

3. バッテリーについているカバーを外し
（図 16）、マイナス・ケーブルを外す。
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G014029

1

23

図図図 161616

1. バッテリー・カバー 3. バックル

2. ストラップ

4. ハーネスについている赤いリング端子を、
赤いバッテリー・ケーブルの端子に接続す
る（図 17）。

G014028

1
2 3

4

5
6

7

8

図図図 171717

1. バッテリー端子のボルト 5. マイナス端子

2. ヒューズ, 50 A 6. バッテリー

3. 電動ホース・リールのハー
ネスのヒューズ・ホルダー

7. バッテリー端子のロックナッ
ト

4. 電動ホース・リールのハー
ネス

8. プラス端子

5. 黒色のリング端子をバッテリーのマイナス
端子に接続する（図 17）。

6. Aコントロール・ボックスに戻り、残りの
ハーネス（ホース・リール・コネクタがつい
ている）をタンク・スキッドと右後部フェ
ンダの間から車両前方向へ引く（図 18）。
押し嵌めコネクタ（2個）を使用して、ハー
ネスをタンク・スキッドのフレームに固定
する。

G014135

1
2 3

4
図図図 181818

1. コントロール・ボックス 3. ホース･リールのコネクタ

2. タンク・スキッドのフレーム 4. 電動ホース・リールのハー
ネスの短い方の端部

7. ハーネスをホース・リールに接続する。

8. バッテリーに戻り、ハーネスのコネクタに
ヒューズを取り付ける（図 17）。

9. バッテリー端子のカバーを元に戻し、バッ
テリー・カバーを取り付ける。

10.バッテリー・カバーを、ストラップでバッ
テリー・ボックスに固定する（図 16）。

11.ヒューズ・ブロックに 10 A ヒューズを取り
付ける。

6
スススプププレレレーーー･･･ホホホーーースススをををつつつなななぐぐぐ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 長いホース（フィッティング付）

1 スプレー･ガン

1 ホース･クランプ（小）

手手手順順順

1. ホース（長）のフィッティングのネジ部にテ
フロンテープを巻き、フィッティングをリー
ルの接続チューブに差し込む（図 19）。
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図図図 191919

2. ホース（長）のもう一端をスプレー･ガンの
フィッティングにつなぐ（図 20）。

4

G015041

図図図 202020

1. スプレー･ガン 3. ホース

2. バーブ 4. ホース･クランプ

3. ホースの端をホース･クランプ（小）で固定
する。ホースにスプレー・ガンを接続する
前に、ホースが、ガイドの開口部を通って
配設されていることを確認する。

4. バッテリー･ケーブル（マイナス・ケーブ
ル）をバッテリーに接続する。

5. ホース巻取りボタンを押し、注意深くホー
スをリールに巻いていく；リールの左右の
端から端まで均等に巻きつけること。

注注注意意意

手手手、、、だだだぶぶぶつつついいいたたた衣衣衣服服服、、、長長長髪髪髪、、、アアアクククセセセサササリリリーーー
類類類がががホホホーーーススス巻巻巻取取取りりり時時時にににホホホーーースススやややリリリーーールルルににに巻巻巻
ききき込込込まままれれれ、、、ケケケガガガをををすすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• 巻巻巻取取取りりり時時時はははリリリーーールルルやややホホホーーースススににに手手手ををを近近近づづづ
けけけななないいい。。。

••• だだだぶぶぶつつついいいたたた衣衣衣服服服ををを避避避けけけ、、、アアアクククセセセサササリリリーーー類類類
ををを外外外ししし、、、長長長髪髪髪はははまままとととめめめててておおおくくく。。。
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運運運転転転操操操作作作
警警警告告告

高高高圧圧圧ののの掛掛掛かかかっっったたた液液液体体体ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体ににに
重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• ノノノズズズルルルかかかららら液液液体体体ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるののの
ででで、、、絶絶絶対対対ににに手手手なななどどどををを近近近づづづけけけななないいい。。。

••• スススプププレレレーーーヤヤヤををを人人人ややや動動動物物物ににに向向向けけけななないいい。。。

••• 圧圧圧力力力ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、送送送液液液ララライイインンンやややホホホーーースススににに
傷傷傷ややや変変変形形形がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに締締締まままっっっててて
いいいるるるかかかををを確確確認認認すすするるる。。。

••• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使
ううう。。。

••• 整整整備備備なななどどどののの作作作業業業ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力
ををを確確確実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

••• 万万万一一一オオオイイイルルルががが皮皮皮下下下ににに入入入っっったたたららら直直直ちちちににに専専専門門門医医医
ののの手手手当当当てててををを受受受けけけるるる。。。

••• 高高高温温温ののの液液液体体体ややや薬薬薬品品品はははやややけけけどどどををを起起起こここしししたたたりりり人人人
体体体ににに悪悪悪影影影響響響ををを及及及ぼぼぼすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

停停停止止止モモモーーードドドででで作作作業業業中中中にににタタターーーフフフををを傷傷傷
つつつけけけななないいいたたためめめににに
重重重要要要 スススプププレレレーーーヤヤヤををを停停停止止止さささせせせたたた状状状態態態ででで作作作業業業中中中
ににに、、、エエエンンンジジジンンンやややラララジジジエエエタタターーー、、、マママフフフラララーーーなななどどどかかか
らららののの熱熱熱ががが原原原因因因でででタタターーーフフフををを傷傷傷めめめてててしししまままううう可可可能能能性性性
がががああありりりままますすす。。。停停停止止止モモモーーードドドとととははは、、、走走走行行行しししななないいいででで
撹撹撹拌拌拌だだだけけけををを行行行ううう、、、ハハハンンンドドドガガガンンンででで手手手撒撒撒きききすすするるる、、、
歩歩歩行行行型型型ブブブーーームムムででで手手手撒撒撒きききすすするるるなななどどどををを言言言いいいままますすす。。。

以下の注意を守ってください：

• 酷暑の時期や極めて乾燥している時期には
ターフが大きなストレスを受けているので、
ターフ上に停止して散布するのは避避避けけけるるる。

• 停止モードで作業する時には、タタターーーフフフののの上上上
ににに停停停止止止しししななないいいようにする。可能な限り、
カートパスなどに停車する。

• ターフ上に停車する時は、停停停車車車時時時間間間をををでででききき
るるるだだだけけけ短短短くくくする。ターフへの害は温度と
時間の両方が影響することを忘れないよ
うにする。

• エンジンの回回回転転転速速速度度度をををででできききるるるだだだけけけ下下下げげげ、必
要最小限の水圧と水量で作業する。これに
より、発熱をできるだけ小さくし、また冷
却ファンからの熱風をゆるやかにすること
ができる。

• 停止モードで作業するときには、エンジン
の熱熱熱がががででできききるるるだだだけけけ上上上ににに逃逃逃げげげるるるよよようううにににエンジ

ン・ガード＆運転席アセンブリを倒し、車
体上部に通風領域を確保する。運転席の倒
し方についてはオペレーターズマニュアル
を参照のこと。

注注注 熱の害が心配される場合には車両の下に
防熱ブランケット を敷く。ターフ･スプレー
ヤ用防熱ブランケットは、トロの代理店で入
手することができる。

ブブブーーームムム･･･スススプププレレレーーー･･･モモモーーードドドかかからららハハハンンン
ドドド･･･スススプププレレレーーー･･･モモモーーードドドへへへののの切切切りりり替替替えええ
1. 機械を停止し、駐車ブレーキを掛ける。

警警警告告告

車車車両両両ををを運運運転転転しししななながががらららハハハンンンドドド･･･スススプププレレレーーーヤヤヤををを操操操
作作作すすするるるのののははは非非非常常常ににに危危危険険険でででああありりり、、、負負負傷傷傷事事事故故故ややや
死死死亡亡亡事事事故故故にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。運運運転転転中中中ははは
ハハハンンンドドド･･･スススプププレレレーーーヤヤヤををを操操操作作作しししななないいいこここととと。。。

2. スロットルを全開の 25 ％程度にセット
する。

3. ポンプ・スイッチが ON 位置にセットされ
ており、Pro Control™ （を使用している
場合は）手動位置にセットされているこ
とを確認する。

4. スプレー・ガンのトリガー･ロックが掛かっ
ていることを確認する。

5. スプレー選択スイッチをハンド･スプレー位
置にする（図 21）。

注注注 26.5 リットル毎分以上の流量を必要とす
る散布作業では十分な性能を確保できない
可能性があります。散布は、必要な水圧、
速度など様々な要素に支配されており、こ
れらを調整することにより変化します。こ
の製品は、各構成品を所定の設定で使用し
た場合に十分な性能を発揮するように製造
されています。詳細についてはノズル選択
ガイドを参照してください。
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G013889

1

2

3
4

図図図 212121

1. ホース巻取りスイッチ 3. スプレー選択スイッチ

2. 水圧計 4. レート制御スイッチ

6. 水圧計が希望値を示すように水圧をレート
制御スイッチでとスロットルで調整する
（図 21）。

注注注 スロットルはできるだけ低い設定で使
用してください。このためには、レート
制御スイッチを最大にセットしてからス
ロットルを調整して希望水圧にするとよい
でしょう。

注注注 推奨最大水圧は10.5 kg/cm2（150 psi）
です。

ハハハンンンドドド･･･スススプププレレレーーーヤヤヤでででののの散散散布布布作作作業業業
1. 必要な長さのホースをリールから引き出す。

重重重要要要 ホホホーーースススををを引引引ききき出出出すすす時時時にににスススプププレレレーーー･･･ガガガンンン
ををを引引引っっっ張張張らららななないいいでででくくくだだださささいいい。。。必必必ずずず直直直接接接ホホホーーー
スススををを持持持っっっててて引引引ききき出出出しししてててくくくだだださささいいい。。。スススプププレレレーーー･･･
ガガガンンンををを引引引っっっ張張張るるるとととガガガンンンのののフフフィィィッッッテテティィィンンングググややや
ホホホーーースススががが破破破損損損すすするるるここことととがががああありりりままますすす。。。

2. トリガーのロックを外す。

3. スプレー･ガンのノズルを散布したい場所
に向け、トリガーを引く。

4. 散布が終わったらトリガーから手を離し、
トリガーのロックを掛ける。

ハハハンンンドドド･･･スススプププレレレーーー･･･モモモーーードドドかかからららブブブーーー
ムムム･･･スススプププレレレーーー･･･モモモーーードドドへへへののの切切切りりり替替替えええ
1. レート制御スイッチを押して水圧を下げる。

注注注意意意

手手手、、、だだだぶぶぶつつついいいたたた衣衣衣服服服、、、長長長髪髪髪、、、アアアクククセセセサササリリリーーー
類類類がががホホホーーーススス巻巻巻取取取りりり時時時にににホホホーーースススやややリリリーーールルルににに巻巻巻
ききき込込込まままれれれ、、、ケケケガガガをををすすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• 巻巻巻取取取りりり時時時はははリリリーーールルルやややホホホーーースススににに手手手ををを近近近づづづ
けけけななないいい。。。

••• だだだぶぶぶつつついいいたたた衣衣衣服服服ををを避避避けけけ、、、アアアクククセセセサササリリリーーー類類類
ををを外外外ししし、、、長長長髪髪髪はははまままとととめめめててておおおくくく。。。

2. スプレー選択スイッチを OFF 位置にする。

3. 液体を噴射しても安全な場所にスプレー･
ガンのノズルを向け、トリガーのロックを
外し、トリガーを引いてホースに残った液
体を全部出し切る。終わったらトリガー
のロックを掛ける。

4. ホース・リールの巻取りボタンを押し、50
cm～1 mほど残してホースを巻き取る。

5. スプレー･ガンをリール背面のホルダに戻
す。

重重重要要要 ホホホーーースススをををたたたるるるままませせせててておおおくくくととと木木木ののの枝枝枝なななどどど
ををを引引引っっっ掛掛掛けけけるるる危危危険険険がががああありりりままますすす。。。
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保保保守守守

洗洗洗浄浄浄
ハンド・スプレーヤは、使用ごとに内部を通水
洗浄してください。ブーム内部のすすぎを行う
時には、散布装置をハンド・スプレー・モード
にセットし、スプレー・ガンの引き金を何回か
操作して、ホース・アセンブリとスプレー・ガ
ンの全体から薬剤を洗い流してください。
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